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小学校算数　調査の概要
令和8年度　全国学力・学習状況調査

〔調査問題一覧表〕

　令和８年度の「解説資料」では、調査問題作成の枠組みとして、以下のように示されている。
〔出題の範囲と評価の観点について〕
　出題の範囲として、学習指導要領の第２章第３節算数における、「数と計算」、「図形」、「測定」、「変化と関係」、「データの活
用」の各領域に示された指導内容をバランスよく出題することとした。なお、小学校第５学年までの内容となるようにしている。
〔調査問題について〕
学習指導要領で求められている資質・能力を育成していくためには、学習過程の果たす役割が極めて重要であり、平成
28年12月21日の中央教育審議会答申では、「事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解
決し、解決過程を振り返って概念を形成したり体系化したりする過程」といった算数・数学の問題発見・解決の過程が示
されている。本調査の調査問題では、この算数・数学の問題発見・解決の過程を様 な々局面で捉え、調査問題作成の基
本理念に沿って、学習指導要領の考え方等を考慮し、「算数科の内容（領域）」、「主たる評価の観点」、「算数・数学の問
題発見・解決の過程における局面」の三つの視点で、調査問題の枠組みを表のように整理し、問題の作成に当たった。

大問 小問 問題の概要 出題の趣旨 領域
評価
の
観点

問題
形式

1

⑴ 一辺が８㎝の立方体の体積を求める式を書く 立方体の体積の計算による求め方について理解しているかどうかをみる 図
形 知 短

答

⑵ 直方体の箱の形の六つの面のうち、四つの面が示されたとき、残りの二
つの面の縦と横の長さを書く 直方体の箱の形を構成する面について理解しているかどうかをみる 図

形 知 短
答

⑶ １㎤の立方体を 36 個使ってできた直方体の体積を書く 体積の意味について理解しているかどうかをみる 図
形 知 短

答

⑷ 四つの箱のまとめ方によって宅配便の送料に違いがあるかを調べ
るために、直方体イの送料の求め方とその答えを書く

日常生活の問題を解決するために、図形を構成する要素に着目して直方
体の三つの辺の長さを捉え、示された条件を基に、調べたい数量の求め
方を数や言葉を用いて記述できるかどうかをみる

デ
ー
タ

図
形

数
・
計

思 記
述

2

⑴ 74291 の百の位の数を四捨五入して、千の位までの概数で表したものを
選ぶ 数を四捨五入して、概数で表すことができるかどうかをみる

数
・
計

知 選
択

⑵ イシガメ 14 匹が動物園全体のカメの数の 20％に当たるときの、動物園
全体のカメの数を求める式と答えを書く

百分率で表された割合と比較量から、基準量を求めることができるかど
うかをみる

変
・
関

知 短
答

⑶ ペンギンがいる二つの広場の混み具合を求める式の意味について、正し
いものを選ぶ

単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味を理解し、その商から二
つの広場のどちらの方が混んでいるのかについて判断できるかどうかを
みる

変
・
関

思 選
択

⑷ 赤いテープの長さが、白いテープの長さの 1.5 倍になっている図を二つ
選ぶ

基準量、比較量、割合の関係が正しく表されている図を選ぶことができ
るかどうかをみる

数
・
計

知 選
択

3

⑴ １、５、９の３枚のカードを当てはめてつくることのできる最も大きい
数を書く

小数が整数と同じ十進位取り記数法の仕組みで表されていることを理解
し、条件に合う小数をつくることができるかどうかをみる

数
・
計

知 短
答

⑵ 二つの小数のどちらが５に近いかを判断するために、6.37 －５と５－
3.76 を計算する 整数と小数の減法の計算をすることができるかどうかをみる

数
・
計

知 短
答

⑶ ７/ ３と７/ ４のどちらの方が大きいかを判断し、そのわけを書く 異分母の分数の大小を判断し、その理由を数や言葉を用いて記述できる
かどうかをみる

数
・
計

思 記
述

⑷ ５/ ３を表す目盛りが示された数直線上で、１を表す目盛りを選ぶ 単位分数の個数に着目し、数直線上の１を表す目盛りを捉えることがで
きるかどうかをみる

数
・
計

知 選
択

4

⑴ 全員分のアンケートが整理されていない学級を見つけ、その根拠となる
人数を表１と表２の中から書く

示された二つの表から、集計に誤りのある項目を見つけ、その根拠を表
の中の数と言葉を用いて記述できるかどうかをみる

デ
ー
タ

思 記
述

⑵ 昔遊びの計画を見て、全体で使える時間の中で、「前半」に使える時間は
何分間かを書く

示された情報を基に、数量の関係に着目して、条件に合う時間を求める
ことができるかどうかをみる

測
定

数
・
計

知 短
答

⑶ 二次元の表から、前半にあやとりに参加する人数と、前半はかるたに参
加し、後半はあやとりに参加する人数を書く 二次元の表から、条件に合う数を読み取ることができるかどうかをみる

デ
ー
タ

知 短
答

⑷ 帯グラフから、「いっしょに話ができたこと」の割合が約何％かを選ぶ 帯グラフの特徴と用い方を理解し、およその割合を読み取ることができ
るかどうかをみる

デ
ー
タ

知 選
択
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中学校数学　調査の概要
令和8年度　全国学力・学習状況調査

〔調査問題一覧表〕

令和８年度の「解説資料」では、調査の概要が以下のように示されている。
〔出題の範囲と評価の観点について〕
　出題の範囲として、学習指導要領第２章第３節数学における、「数と式」、「図形」、「関数」、「データの活用」の各領域に示さ
れた指導内容をバランスよく出題することとした。なお、中学校第２学年までの内容となるようにしている。
〔調査問題について〕
中学校数学科の調査問題の枠組みを、「数学科の内容(領域)」、「主たる評価の観点」、「文脈や状況」、「数学の問題発見・
解決における局面」、「数学的なプロセス」の五つの視点から、表のように整理することとした。調査問題では、生徒自らが
事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだして解決していくことを期待し、ある文脈や状況の中で数学的に問題発見・解
決する過程を「数学の問題発見・解決における局面」として三つの局面で捉えることとした。そして、三つの局面それぞれ
に「数学的なプロセス」であるⅠ(1) ～ (4)、Ⅱ(1) ～ (7)、Ⅲ (1) ～ (6)を位置付けた。単一の設問とした問題 (1～5 )に
ついては、数学の学習過程において問題発見・解決する際の、ある局面に限定し、「数学的なプロセス」の内容を踏まえ出
題の趣旨とした。また、複数の設問からなる問題 (6～9 )については、数学の問題発見・解決における複数の局面を想
定し、それぞれの局面で「数学的なプロセス」の内容を踏まえ出題の趣旨とした。

大問 小問 問題の概要 出題の趣旨 領域
評価
の
観点

問題
形式

１ ２月３日のＡ市の最高気温が最低気温より何℃高くなったかを書く 具体的な場面において、正の数と負の数を用いて変化や状況を表すことがで
きるかどうかをみる

数
・
式

知 短
答

２ ７x ＋９－５x ＋７x² ＋２x から、７x の同類項をすべて書く 同類項の意味を理解しているかどうかをみる
数
・
式

知 短
答

３ 四角形ＰＱＲＳにおいて、ＰＳ∥ＱＲを示すための根拠となる二つの角を書く ２直線が平行になるための条件を理解しているかどうかをみる 図
形 知 短

答

４ 反比例の表において、x の値が－３のときの y の値を求める 反比例の関係を表す表の特徴を捉えて、x の値に対応する y の値を求めるこ
とができるかどうかをみる

関
数 知 短

答

５ 大小二つのさいころを同時に投げるとき、大きいさいころの目が６で小さい
さいころの目が１である確率を求める

起こり得る場合を樹形図や二次元の表を利用するなどして整理し、確率を求
めることができるかどうかをみる

デ
ー
タ

知 短
答

6

⑴ 選んだ２数が３と６のときについて、陸斗さんの予想が成り立つことを示す
式を書く 問題場面における考察の対象を明確に捉えているかどうかをみる

数
・
式

知 短
答

⑵ 陸斗さんの予想がいつでも成り立つことを説明するための方針を完成するた
めに、当てはまるものを選ぶ

事柄が成り立つ理由を文字を使って説明するための方針を立てることがで
きるかどうかをみる

数
・
式

知 選
択

⑶ 手順にしたがってできたＡとＢについて、Ａ－Ｂの値がどんな数になるかを、
選んだ２数の差に着目して説明する

統合的・発展的に考え、事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明することが
できるかどうかをみる

数
・
式

思 記
述

7

⑴ 動画の時間とデータ量の関係を表すグラフにおいて、点Ｃの座標を書く 与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることができるかど
うかをみる

関
数 知 短

答

⑵ データ量が１０００ＭＢになるときの動画の時間がおよそ何秒になるかを求
める方法を説明する

数学的に表現したことを事象に即して解釈し、問題解決の方法を数学的に説
明することができるかどうかをみる

関
数 思 記

述

8

⑴ ∠ＡＯＢの大きさが a° のとき、∠ＰＯＢの大きさを a を用いた式で書く 具体的な事象において、考察の対象となる角を的確に捉えることができるか
どうかをみる

図
形 知 短

答

⑵ 図１において、Ａ B ＝Ａ P、ＯＢ＝ＯＰならば∠ＡＯＢ＝∠ＡＯＰであることを、
三角形の合同を基にして証明する 筋道を立てて考え、証明することができるかどうかをみる 図

形 思 記
述

⑶ 図２において、証明する事柄における仮定となる辺や角の関係を選ぶ 具体的な事象を基に、証明する事柄の仮定を見いだすことができるかどうか
をみる

図
形 知 選

択

9

⑴ 全校生徒の睡眠時間の度数分布表において、最小の階級から６時間以上７時
間未満の階級までの累積度数を求める 累積度数の意味を理解しているかどうかをみる

デ
ー
タ

知 短
答

⑵ 学年別の睡眠時間について、学年別睡眠時間の箱ひげ図から読み取れること
として正しいものを選ぶ 箱ひげ図と四分位数の対応について理解しているかどうかをみる

デ
ー
タ

知 選
択

⑶
「就寝時刻が２３時より前の生徒と比べて、２３時以降の生徒の方が睡眠時間
が短い傾向にある」と主張できる理由を、悠真さんが調べたことの二つの度
数分布多角形の形と位置を比較して説明する

データの傾向を的確に捉え、判断の理由を度数分布多角形の特徴を基に説明
することができるかどうかをみる

デ
ー
タ

思 記
述
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特徴的な問題と対策

問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の
学年・領域

評価の
観点

問題
形式

1 (4)

日常生活の問題を解決するために、図形を構成する要素に着目
して直方体の三つの辺の長さを捉え、示された条件を基に、調
べたい数量の求め方を数や言葉を用いて記述できるかどうかを
みる。

〔第２学年〕 
Ａ数と計算 (2) 

〔第３学年〕 
Ｄデータの活用 (1) 

〔第４学年〕 
Ｂ図形 (2)

思考・
判断・
表現

記述

！ チェック

式に当てはめて計算した結果を基に、
表から送料を判断することができるこ
とを確認する。

解答例

！ チェック

箱のまとめ方によって、宅配便の送料
に違いがあるかを調べる場面を取り
上げた問題であることを把握する。

！ チェック

図２の直方体を基にして、直方体イの
三つの辺のそれぞれの長さを見いだ
し、示された式に当てはめて計算した
結果を基に、表から送料を判断する。

令和8年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問1(4)

小学校算数①

！ チェック

直方体イの三つの辺のそれぞれの長
さ・合計を明らかにし、直方体イの送
料の求め方を記述する。

【求め方】
直方体イの３辺の長さは、それぞ
れ 25cm、10×2＝20 で 20cm、
7×2＝14 で 14cm です。３辺の
長さの合計は、25+20+14＝59
で、59cm です。59cm は 60cm
以下なので、送料は 920 円です。

（正答の条件）　次の①、②の全て
を書き、送料を920（円）と書い
ている。
①�直方体イの３辺のそれぞれの長

さを表す数や言葉
②�直方体イの３辺の長さの合計を

表す数や言葉
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教科書との関連

2年上 P.38～51「たし算のひっ算」では、学習指導要
領〔第2学年〕「Ａ 数と計算」「(2)加法、減法」を取り
扱っています。

3年上 P.76～87「表とグラフ」では、学習指導要領〔第
3学年〕「Ｄデータの活用」「(1)表と棒グラフ」を取り扱っ
ています。

4年下 P.114～131「直方体と立方体」では、学習指
導要領〔第4学年〕「Ｂ 図形」「(2)立方体、直方体な
どの立体図形」を取り扱っています。

4年下 P.125では、直方体の大きさを縦、横、高さの３
つの長さで表すことを説明しています。
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特徴的な問題と対策小学校算数②

問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の
学年・領域

評価の
観点

問題
形式

2 (3)
単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味を理解し、その
商から二つの広場のどちらの方が混んでいるのかについて判断
できるかどうかをみる。

〔第５学年〕
Ｃ変化と関係 (2)

思考・
判断・
表現

選択

！ チェック

ＡとＢどちらのペンギンの広場が混ん
でいるのかを調べる場面を取り上げ
た問題であることを把握する。

！ チェック

ことねさんの計算として示された除法
の式が（ペンギンの数）÷（面積）で
あることを読み取り、商が1m2当たり
のペンギンの数であることを捉える。

！ チェック

1m2当たりのペンギンの数が多い方
が混んでいるといえることから、商が
大きいＡの広場の方が混んでいると判
断する。

令和8年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問2(3)

解答例

【記号（アまたはイ）】ア
【記号（ウまたはエ）】ウ
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教科書との関連

5年上 P.76～89「単位量あたりの大きさ⑴」では、学
習指導要領〔第5学年〕「C 変化と関係」「(2)異種の
二つの量の割合」を取り扱っています。

5年上 P.78、79では、シート1枚分の人数や1人あたり
のシートの枚数を考えて混み具合を比べることができるこ
とを説明しています。

5年上 P.89では、単位量当たりの大きさを求める除法の
式の意味を理解し、その商からどちらの方が混んでいる
のか判断する問題を取り扱っています。

5年上 P.88では、単位量当たりの大きさを使うと混み具
合が比べやすくなったことを振り返りまとめています。

類似
問題
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特徴的な問題と対策小学校算数③
問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の

学年・領域
評価の
観点

問題
形式

3 (4) 単位分数の個数に着目し、数直線上の１を表す目盛りを捉える
ことができるかどうかをみる。

〔第３学年〕
Ａ数と計算 (6)

知識・
技能

選択

！ チェック

数直線上の１を表す目盛りを捉える
問題であることを把握する。

！ チェック

示された数直線は、０から の間が
５等分されていることから、目盛りの
一つ分の大きさが1/3を表しているこ
とを見いだす。

！ チェック

1/3の三つ分が１であることから、３番
目の目盛りが１であることを捉える。

令和8年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問3(4)

解答例 ウ
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教科書との関連

3年下 P.86～101「分数」では、学習指導要領〔第3
学年〕「Ａ 数と計算」「(6)分数の意味と表し方」を取り
扱っています。

3年下 P.90では、分母はもとになる大きさを何等分した
かを表し、分子はそれを何個集めたかを表していることを
説明しています。

3年下 P.92、93では、単位分数の何個分という表し方
をもとに、単位量を超える大きさも分数で表せることを説
明しています。

3年下 P.93では、1より大きい分数の表し方を説明して
います。1を何等分した大きさなのかを考えて数直線の1
目盛りの大きさを確かめ、そのいくつ分かを考える問題を
取り扱っています。

類似
問題
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特徴的な問題と対策小学校算数④
問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の

学年・領域
評価の
観点

問題
形式

4 (3) 二次元の表から、条件に合う数を読み取ることができるかどう
かをみる。

〔第４学年〕
Ｄデータの活用 (1)

知識・
技能

短答

！ チェック

二次元の表から、条件に合う数を読
み取る問題であることを把握する。

！ チェック

示された表は、二つの観点から分類
整理された二次元の表であることを確
認する。

「前半も後半もあやとりに参加する人
数」、「前半はあやとり、後半はかるた
に参加する人数」、「前半はかるた、後
半はあやとりに参加する人数」、「前半
も後半もかるたに参加する人数」の４
つに分類された表であることを確認
し、各欄の意味を把握する。

！ チェック

あやとりに参加する人数を求めるには、
「前半にあやとりに参加する人数」と
「前半はかるた、後半はあやとりに参
加する人数」の和であることを読み取
る。

「前半にあやとりに参加する人数」と
「後半にあやとりに参加する人数」の
和にしてしまうと、「前半も後半もあや
とりに参加する人数」が重複してしま
うことに気づく。

！ チェック

「前半にあやとりに参加する人数」と
「前半はかるた、後半はあやとりに参
加する人数」は二次元の表のどこに
記されているかを判断し読み取る。

解答例

【㋐】13　　【㋑】８

令和8年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問4(3)
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教科書との関連

4年上 P.79～85「しりょうの整理」では、学習指導要
領〔第4学年〕「D データの活用」「(1) データの分類
整理」を取り扱っています。

4年上 P.82では、四つの場合に分けた二次元表にまと
め、読み取る問題を取り扱っています。

類似
問題

類似
問題

4年上 P.83では、資料をもとに四つの場合に分けた二
次元表を完成させる問題を説明しています。

4年上 P.85では、四つの場合に分けた二次元表を用い
て、身の回りの事象について考え、理解を深める問題を
取り扱っています。

類似
問題
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特徴的な問題と対策中学校数学①
問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の

学年・領域
評価の
観点

問題
形式

6 (3) 統合的・発展的に考え、事柄の特徴を数学的な表現を用いて説
明することができるかどうかをみる。

〔第２学年〕
Ａ数と式 (1)

思考・
判断・
表現

記述

！ チェック

具体的な例をもとに、与えられた問題
場面における考察の対象を正しく把
握する。

！ チェック

Ａ＋ＢをＡ－Ｂに変えた場合に成り立
つ性質を予想する場面を取り上げた
問題であることを把握する。

！ チェック

会話文を参考にして、選んだ２数が5
と9のときのＡ－Ｂの値364が5と9
の差である4の91倍であることに気
づく。

！ チェック

会話文から、手順にしたがってできた
ＡとＢについて、Ａ－Ｂの値は、選んだ
2数の差の何倍かになっているのでは
ないかと予想していることを読み取
る。

令和8年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問6(3)

解答例
・Ａ－Ｂの値は、選んだ２数の差の９１倍になる。

（正答の条件）　「○○は、◇◇になる。」という形で、次の (a)、(b) について記述しているもの。
(a) ○○が、「Ａ－Ｂの値」である。
(b) ◇◇が、「選んだ２数の差の９１倍」である。

！ チェック

選んだ2数が1と3のときも、Ａ－Ｂ 
の値182が1と3の差である2の91
倍であり、選んだ2数が4と7のとき
も、Ａ－Ｂの値２７3が4と7の差で
ある3の91倍であることを確かめる。
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教科書との関連

2年 P.9～38「式の計算」では、学習指導要領〔第
2学年〕「Ａ 数と式」「(1)文字を用いた式」を取り扱っ
ています。

類似
問題

類似
問題

2年 P.24～32で式の利用につい
て取り扱っています。P.26では、い
くつかの具体的な数で調べ、帰納
的にきまりを考える問題を取り扱っ
ています。

2年 P.36、37では、位の数を入れかえてできる自然数ともとの
自然数との和や差について考察する問題を取り扱っています。
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特徴的な問題と対策中学校数学②
問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の

学年・領域
評価の
観点

問題
形式

7 (2) 数学的に表現したことを事象に即して解釈し、問題解決の方法
を数学的に説明することができるかどうかをみる。

〔第１学年〕
Ｃ関数 (1)

思考・
判断・
表現

記述

！ チェック

示された表は、動画の時間とそのデー
タ量を調べ、動画の時間が x秒のと
きのデータ量を yＭＢとして、まとめ
た表であることを把握する。

！ チェック

動画の時間が x秒のときのデータ量
を yＭＢとして表したグラフであるこ
とを確認する。
動画の時間とデータ量の値の組を座
標とする点が同じ直線上にあると考え
ることから、動画の時間 x秒とデータ
量 yＭＢが比例の関係にあるといえる
ことに気づく。

！ チェック

データ量が1000ＭＢになるときの動
画のおよその時間を求めるために、「用
いるもの」として、直線のグラフ、比
例の式又は一次関数の式、表や数値
を用いて求めた割合のいずれかを明
示した上で、その「用い方」を数学
的に説明する。

令和8年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問7(2)

解答例

・原点Ｏから点Ｄをもとに、直線のグラフをかき、y座標が1000のときの x座標を読む。
・対応するxとy の値をもとに、xとy の関係を比例の式で表し、その式に y＝1000を代入し、x の値を求める。
・表の xとy の数値から比例定数を調べ、その比例定数で y の値が1000になるときの x の値を求める。

（正答の条件）　次のことについて、x や y を使って記述しているもの。
＜グラフを用いることについて記述している場合＞　次の (a)、(b) について記述している。
(a)直線のグラフを利用すること。　　(b)y座標が1000のときの x座標を読むこと。
＜式を用いることについて記述している場合＞　次の (c)、(d) について記述している。
(c)比例の式又は一次関数の式を求めて利用すること。　　(d)y＝1000を代入して、x の値を求めること。
＜表や数値を用いることについて記述している場合＞　次の (e)、(f) について記述している。
(e)表や数値を用いて割合を求めて利用すること。　　(f)データ量が1000ＭＢのときの動画の時間を算出すること。
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教科書との関連

1年 P.129～169「比例と反比例」では、学習指導要領
〔第1学年〕「C 関数」「(1)比例、反比例」を取り扱っ
ています。

2年 P.69～105「1次関数」では、学習指導要領〔第
2学年〕「C 関数」「(1)一次関数」を取り扱っています。

1年 P.158、159では、日数と消毒用アルコールが減っ
た量の関係を比例とみなし、消毒用アルコールがある量
になるのは何日後かをグラフや式から求める問題を取り
扱っています。

2年 P.96、97では、時間と水温の関係を1次関数と
みなし、水が沸騰する時間などを予測する活動を取り
扱っています。

類似
問題

類似
問題
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特徴的な問題と対策

仮定より、
ＡＢ＝ＡＰ ･･････①
ＯＢ＝ＯＰ ･･････②
共通な辺だから、
ＯＡ＝ＯＡ ･･････③
①、②、③より、３組の辺がそれぞ
れ等しいから、
△ＡＯＢ≡△ＡＯＰ

（正答の条件）　次の (a)、(b)、(c)、
(d)とそれぞれの根拠を記述し、証
明しているもの。なお、ここで根拠
として求める記述は、正答例に記述
されている程度のものとする。
(a) ＡＢ＝ＡＰ
(b) ＯＢ＝ＯＰ
(c) ＯＡ＝ＯＡ 又は ＯＡ共通
(d) △ＡＯＢ≡△ＡＯＰ

中学校数学③
問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の

学年・領域
評価の
観点

問題
形式

8 (2) 筋道を立てて考え、証明することができるかどうかをみる。
〔第２学年〕
Ｂ図形 (2)

思考・
判断・
表現

記述

！ チェック

示された手順で作図した角が、もとの
角の２倍の大きさになることを証明す
る場面であることを把握する。

！ チェック

AB＝ AP、OB＝ OP を仮定として、
△ＡＯＢ≡△ＡＯＰを示すことで、∠Ａ
ＯＢ＝∠ＡＯＰであることを証明するこ
とができることを把握する。

！ チェック

仮定と結論を明確にし、証明を完成さ
せる。
仮定である AB＝ AP、OB＝ OP の
他に、共通な辺ＯＡ＝ＯＡを挙げ、三
組の辺が等しいことから△ＡＯＢ≡△
ＡＯＰであることを示す。

令和8年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問8(2)

解答例
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教科書との関連

2年 P.125～140「図形の合同」では、学習指導要領
〔第2学年〕「B 図形」「(2)図形の合同」を取り扱っ
ています。

2年 P.132では、証明のすすめ方について説明してい
ます。

2年 P.139では、合同な図形の性質と三角形の合同条
件についてまとめています。

2年 P.134では、角の二等分線の作図について、作図
した線が角の二等分線であることを証明する問題を取
り扱っています。

類似
問題
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特徴的な問題と対策中学校数学④
問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の

学年・領域
評価の
観点

問題
形式

8 (3) 具体的な事象を基に、証明する事柄の仮定を見いだすことがで
きるかどうかをみる。

〔第２学年〕
Ｂ図形 (2)

知識・
技能

選択

！ チェック

初めに示された手順とは異なる作図
の方法について、その方法で２倍の大
きさの角が作図できることを証明する
場面であることを把握する。

！ チェック

作図方法を正しく読み取り、方法の①
から直接わかることとして、ＯＸ⊥ＣＤ
となることを捉える。

！ チェック

作図方法を正しく読み取り、方法の②
から直接わかることとして、ＣＤ＝ＣＱ
となることを捉える。

！ チェック

∠ＱＯＤが∠ＸＯＹの２倍の大きさであ
ることを示すには、∠ＣＯＤ＝∠ＣＯＱ
であることを証明すればよいことを把
握する。

令和8年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問8(3)

！ チェック

方法の①、②それぞれから直接与え
られた条件を整理し、証明する事柄に
おける仮定となる辺や角の関係を選
ぶ。

解答例 Ⅰオ　Ⅱア
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教科書との関連

2年 P.130では、あることがらが成り立つことを説明す
るには、「わかっていること」を仮定、「説明しようとす
ること」を結論といい、はっきりと区別することが必要
であることを説明しています。

2年 P.133では、根拠となることがらを明確にしながら
証明を完成させる問題を取り扱っています。

2年 P.134、135では、作図の手順から直接わかることを仮定として、合同な
三角形を根拠に作図が正しいことを証明する問題を取り扱っています。

類似
問題
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特徴的な問題と対策

20

問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の
学年・領域

評価の
観点

問題
形式

9 (3) データの傾向を的確に捉え、判断の理由を度数分布多角形の特
徴を基に説明することができるかどうかをみる。

〔第１学年〕
Ｄデータの活用 (1)

思考・
判断・
表現

記述

！ チェック

それぞれ各階級の相対度数を求めて
度数分布多角形（度数折れ線）に整
理して分析し、それらからデータの分
布の傾向を捉える場面であることを把
握する。

！ チェック

起床時刻で分けた場合について、二つ
の度数分布多角形を比較し分析して
いることを確認する。

！ チェック

二つの度数分布多角形を比較して分
析する場面であることを把握する。
二つの度数分布多角形が同じような
形で、23時より前に就寝した生徒の
度数分布多角形よりも23時以降に
就寝した生徒の度数分布多角形の方
が左側にあることに気づく。

！ チェック

分析のまとめを参考にして、「就寝時
刻が23時より前の生徒に比べて、23
時以降の生徒の方が睡眠時間が短い
傾向にある」ことを根拠を明らかにし
て説明する。

令和8年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問9(3)

解答例

中学校数学⑤

・�二つの度数分布多角形が同じよう
な形で、就寝時刻が２３時より前
の生徒の度数分布多角形よりも、
就寝時刻が２３時以降の生徒の度
数分布多角形の方が左側にある。

（正答の条件）　次の (a)、(b) につい
て記述しているもの。
(a) 就寝時刻が２３時より前の生徒の
度数分布多角形と就寝時刻が２３時
以降の生徒の度数分布多角形が同じ
ような形であること。
(b) 就寝時刻が２３時より前の生徒の
度数分布多角形よりも就寝時刻が
２３時以降の生徒の度数分布多角形
の方が左側にあること。
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教科書との関連

21

1年 P.243～274「データの活用」では、学習指導
要領〔第1学年〕「D データの活用」「(1) データの
分布」を取り扱っています。

1年 P.250、251では、二つの度数折れ線を比較し気
づいたことを話し合う問題を取り扱っています。

1年 P.254では、相対度数分布表をもとにして二つの
データの相対度数の分布を度数折れ線で重ねて表し、
比較する問題を取り扱っています。

1年 P.270では、相対度数分布表をもとにして二つの
データについて、各階級の相対度数を求め、度数折れ
線で重ねて表し、二つのデータの分布の違いをあげる
問題を取り扱っています。

類似
問題

類似
問題
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23



4

特徴的な問題と対策

問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の
学年・領域

評価の
観点

問題
形式

1 (4)

日常生活の問題を解決するために、図形を構成する要素に着目
して直方体の三つの辺の長さを捉え、示された条件を基に、調
べたい数量の求め方を数や言葉を用いて記述できるかどうかを
みる。

〔第２学年〕 
Ａ数と計算 (2) 

〔第３学年〕 
Ｄデータの活用 (1) 

〔第４学年〕 
Ｂ図形 (2)

思考・
判断・
表現

記述

！ チェック

式に当てはめて計算した結果を基に、
表から送料を判断することができるこ
とを確認する。

解答例

！ チェック

箱のまとめ方によって、宅配便の送料
に違いがあるかを調べる場面を取り
上げた問題であることを把握する。

！ チェック

図２の直方体を基にして、直方体イの
三つの辺のそれぞれの長さを見いだ
し、示された式に当てはめて計算した
結果を基に、表から送料を判断する。

令和8年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問1(4)

小学校算数①

！ チェック

直方体イの三つの辺のそれぞれの長
さ・合計を明らかにし、直方体イの送
料の求め方を記述する。

【求め方】
直方体イの３辺の長さは、それぞ
れ 25cm、10×2＝20 で 20cm、
7×2＝14 で 14cm です。３辺の
長さの合計は、25+20+14＝59
で、59cm です。59cm は 60cm
以下なので、送料は 920 円です。

（正答の条件）　次の①、②の全て
を書き、送料を920（円）と書い
ている。
① 直方体イの３辺のそれぞれの長

さを表す数や言葉
② 直方体イの３辺の長さの合計を

表す数や言葉

5

教科書との関連

2年上 P.38～51「たし算のひっ算」では、学習指導要
領〔第2学年〕「Ａ 数と計算」「(2)加法、減法」を取り
扱っています。

3年上 P.76～87「表とグラフ」では、学習指導要領〔第
3学年〕「Ｄデータの活用」「(1)表と棒グラフ」を取り扱っ
ています。

4年下 P.114～131「直方体と立方体」では、学習指
導要領〔第4学年〕「Ｂ 図形」「(2)立方体、直方体な
どの立体図形」を取り扱っています。

4年下 P.125では、直方体の大きさを縦、横、高さの３
つの長さで表すことを説明しています。
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〔令和8年度問題〕
調査問題の中から、主に思考・判断・表現が問われる内
容を取り上げ、求められる思考の過程を一つひとつ切り分
けて分析し、解説しました。

〔教科書関連箇所ページ〕
調査問題で扱われている内容や考え方について、授業で
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ました。


